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◆田舎体験事業報告◆

　2009年前半の田舎体験活動は、農閑期と重なっていたこともあり、水産業も盛んな石川県穴水町を中心に実施しま
した。また、農林水産省の「田舎で働き隊！」事業の助成を受け、穴水町にて農村体験研修も行いました。

◆スタッフあいさつ◆

　私が田舎時間の活動に初めて参加してから４年、スタッフとして活動して2年になります。
私が参加した当初は、旅行に毛が生えたような活動でしたが、その後田舎時間をNPO法人に
したり、田舎時間の活動が地元テレビ局やラジオで紹介されたり、雑誌に掲載されたり、
活動がどんどん広がってきました。

　代表の貴山が2002年に初めて山形県へ行きましたが、そこから数えて、石川県穴水町と
山形県上山市へ田舎時間として行った回数は、ついに100回を超えました。ここまで続けて
こられたのは、田舎時間に関わってくださった全ての方々のおかげだと思います。
ありがとうございます！そして今後も、田舎時間を宜しくお願い致します。

竹前健太郎

◆200９年度年次総会のご案内◆

　特定非営利活動法人田舎時間も設立から間もなく1年になります。昨年同様、今年も年次総会を開催し、この1年間の
活動報告をはじめ、今後の田舎時間のあり方等についてサポーターの皆様と議論させていただければと考えております。

　今年の年次総会は2009年6月28日（日）に東京都内で開催いたします。総会のプログラムや参加申し込み方法等の
詳細は、別途ご案内しておりますメールをご参照ください。今年は会員特典として田舎時間オリジナルの軍手をご用意
しております。皆様との再会を、スタッフ一同、楽しみにお待ちしております！

　５月の連休に友人４名で上山に行ってきました。

　今回は吉田さんのお宅でりんごの摘花作業。５つセットで
咲くりんごの白い花のうち、真ん中の１つを残してハサミで
切り落としていきます。初めは恐る恐る、徐々にすばやく。
ラジオを聞きながら作業を続けていると、だんだん目の前の
りんごの花しか視界に入らなくなるのが分かります。

　そしてふと振り返ったとき、切り落としたりんごの花で
自分の足もとが花畑みたいになっているのに気付きました。
作業を始めたところから自分の足もとまで、白い花の道が
続いているのは何とも言えずいい気持ちでした。

　２日間、初夏のりんご畑で作業して上山のおいしい食事を
頂きました。また来年もこの時期に来てみたいなと思います。
（参加者：石本太郎さん）

リンゴの摘果作業 in かみのやま

2/28～3/1　　牡蠣の棚上げ作業（収穫）の手伝い（穴水）
3/28～3/29　「田舎で働き隊！」農村体験研修（穴水）
5月（ゴールデンウィーク）　リンゴの摘果作業のお手伝い（上山）

＜2009年1月～5月　活動記録＞
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◆プレスの中の田舎時間◆

田舎時間オンエア（ラジオ番組での紹介）

　2009年1月11日、ラジオFM西東京の「北脇貴士の大相撲
甚句（FM西東京84.2／毎週日曜日24:00～24:30）」にて
田舎時間を取り上げて頂きました。

　題名の通り、大相撲の番組です（ちなみに、この回の特集は
日馬富士）、石川県穴水町での田舎体験活動でいつもお世話に
なっている渚水産の北川さんに、本番組のDJ/ナビゲーターで
ある北脇貴士さんをご紹介いただき（北脇さんは能登のご出身
です）、田舎時間を番組で取り上げていただけないかとお願い
したところ、ご快諾下さり、番組で取り上げていただけること
になりました。

　田舎時間のスタッフからは、井上、竹前、木村が番組に出演
させていただきました。あまり取材経験のない木村はコメント
と表情が少し硬かったものの、番組の進行に影響が出るほど
ではなく、30分の番組の中で10分ほど田舎時間について取り
上げていただきました。（竹前健太郎） 

※放送については、田舎時間ホームページでも紹介しているほか、実際にお聴きいただくこともできます！！
　http://www.inakajikan.com/press-fmwest20090111.htm

　今年の会員特典の軍手は、昨年の手ぬぐいに負けず劣らず、気合いの入った出来となり
ました。スパイダーマンのように、手の平にすべり止めが付いていて、穴水町と上山市で
の田舎体験活動でも使える一品です。総会あるいは田舎体験活動で見てみてください！

　食や農業への関心の高まりに伴い、田舎時間の活動をラジオ、新聞、雑誌・書籍等でご紹介いただく機会が増えて
きました。講演やパネルディスカッションでお話させていただいたりもしています。本号では、そのような広報活動
の一端をご紹介します。

今年もいなカエルを
宜しくお願いいたします！

　この事業は「農業や地域活性化に意欲の持った人材を地方と
マッチング（相互調整）する」という趣旨のもので、参加者は
それぞれ地域活性化や農に関心を持つ人たちばかりでした。

　活動としては、おなじみの田舎体験活動のほかに、「地域
活性化」をテーマに地元の方々と話し合いました。話し合い
では立場や年齢の違いから様々な意見が出て、言い合いになる
場面も。結局、答えは１つにはまとまりませんでしたが、
異なる立場の人達同士で話し合いができたことは大きな成果
の一つだっだと思います（井上正將）。

※農林水産省の「田舎で働き隊！」事業の詳細は、下記ホームページ
をご覧ください。
http://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/zinzai/gaiyou.html

「田舎で働き隊！」実施報告

　農林水産省の平成20年度「田舎で働き隊！」事業（農村活性化人材育成派遣支援モデル事業）の採択を受け、
2009年2月下旬～3月末までの約１ヶ月間、同事業を石川県穴水町で実施しました。
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